
毎
週　

月
･
水
･
金
曜
日
発
行

　
　

告　
　

示

○
平
成
十
三
年
度
地
籍
調
査
事
業
計
画
の
変
更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
村
整
備
課
）　

一

○
都
市
計
画
事
業
（
都
市
公
園
）
の
認
可　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
都
市
計
画
課
）　

一

○
道
路
の
区
域
変
更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
道
路
維
持
課
）　

二

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

二

○
道
路
の
供
用
開
始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

二

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

三

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
指
定
辞
退　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
医
務
福
祉
課
）　

三

○
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
齢
保
健
福
祉
課
）　

三

　
　

公　
　

告

○
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
村
計
画
課
）　

三

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

三

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

四

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

四

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
届
出
に
対
す
る
市
町
村
意
見　
　
　
　
　

（
商
工
政
策
課
）　

四

○
ふ
る
さ
と
熊
本
の
樹
木
の
登
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
自
然
保
護
課
）　

五

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
村
計
画
課
）　

五

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

五

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

五

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

五

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

五

○
図
書
購
入
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
実
施　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
男
女
共
同
参
画
課
）　

六

　
　

登　

載　

依　

頼

○
環
境
審
議
会
水
俣
全
部
会
の
会
議
の
開
催　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
環
境
審
議
会
）　

七

○
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
協
議
会
の
会
議
の
開
催　
　
　
　
　
　
　

（
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
協
議
会
）　

七

熊
本
県
告
示
第
百
三
十
五
号

　

平
成
十
三
年
五
月
二
日
熊
本
県
告
示
第
三
百
十
七
号
（
平
成
十
三
年
度
地
籍
調
査
事
業
計
画
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
め
、
平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
を

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に

改
め
る
。

熊
本
県
告
示
第
百
三
十
六
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業

の
認
可
を
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

施
行
者
の
名
称　

益
城
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

熊
本
都
市
計
画
公
園
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
・
五
・
三
号　

益
城
町
総
合
運
動
公
園

三　

事
業
施
行
期
間　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地　

収
用
の
部
分　

上
益
城
郡
益
城
町
大
字
木
山
字
前
田
地
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
益
城
郡
益
城
町
大
字
福
原
字
樋
ノ
口
地
内

　
　
　
　
　
　

使
用
の
部
分　

な
し
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目　
　

次 

告　
　
　
　

示

水　

俣　

市
月
浦
、
浜
、
袋
及
び
深
川
の
各
一
部

水　

俣　

市
月
浦
、
浜
、
袋
、
深
川
、
市
渡
瀬
及
び
宝
川
内
の
各
一
部



熊
本
県
告
示
第
百
三
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
六
十
日
間
、
熊
本
県
土
木
部
道
路
維
持
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
区
域
変
更
す
る
区
間
等

二　

区
域
変
更
す
る
期
日　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

熊
本
県
告
示
第
百
三
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
六
十
日
間
、
熊
本
県
土
木
部
道
路
維
持
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
区
域
変
更
す
る
区
間
等

二　

区
域
変
更
す
る
期
日　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

熊
本
県
告
示
第
百
三
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道

平成14年 2月22日　金曜 熊 本 県 公 報 第 1  0  8  0  3号 2

道
路の種

類
一
般

国
道

一
般

県
道

路

線

名

四
四
二
号

熊

本

浜

線

区

域

変

更

す

る

区

間

阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
満
願
寺
字
瀬
の
本

　
　
　
　
　
　

五
六
三
九
番
二
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

同　
　

字

　
　
　
　
　
　

五
六
四
〇
番
二
地
先
ま
で

熊
本
市
萩
原
町

　
　
　
　
　
　
　
　

九
八
番
一
地
先
か
ら

同　
　

所

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
三
番
一
地
先
ま
で

前　後前後前後

幅　
　

員

（
メ
ー
ト
ル
）

二
〇
・
〇

　
　

〜

　

四
〇
・
〇

二
〇
・
〇

　
　

〜

　

三
三
・
〇

　

七
・
〇

　
　

〜

　
　

七
・
〇

　

七
・
〇

　
　

〜

　
　

九
・
三

延　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

四
〇
・
〇

四
〇
・
〇

六
八
・
二

六
八
・
二

備　

考

国
道
改

二
十
四

条
工
事

道
路の種

類
一
般

県
道〃〃〃

路

線

名

水

俣

出

水

線

植

木

山

鹿

線

天

月

湯

浦

線

越

小

場

湯

浦

線

区

域

変

更

す

る

区

間

水
俣
市
大
字
湯
出
字
白
岩

　
　
　
　
　
　

一
九
四
五
番
二
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

同　
　

字

　
　
　
　
　
　

同　
　
　

番　

地
先
ま
で

鹿
本
郡
鹿
央
町
大
字
広
字
水
原
前

　
　
　
　
　
　

一
二
六
〇
番
一
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　
　
　

字
楠
木
元

　
　
　
　
　
　

一
〇
九
五
番
一
地
先
ま
で

葦
北
郡
芦
北
町
大
字
市
野
瀬
字
岩
下

　
　
　
　
　
　
　

九
八
三
番
三
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

同　
　

字

　
　
　
　
　
　
　

同　
　

番　

地
先
ま
で

葦
北
郡
芦
北
町
大
字
豊
岡
字
井
料

　
　
　
　
　
　
　

二
五
四
番
三
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

同　
　

字

　
　
　
　
　
　
　

二
五
四
番
四
地
先
ま
で

前　後前後前後前後前後

幅　
　

員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

九
・
四

　
　

〜

　

三
三
・
〇

　

九
・
四

　
　

〜

　

三
四
・
四

一
〇
・
〇

　
　

〜

　

三
四
・
六

一
〇
・
〇

〜
三
四
・
六

一
〇
・
八

〜
三
四
・
六

一
〇
・
七

　
　

〜

　

一
三
・
四

一
三
・
一

　
　

〜

　

一
四
・
一

　

七
・
五

　
　

〜

　
　

九
・
六

　

九
・
一

　
　

〜

　

一
〇
・
五

延　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

四
三
・
六

四
三
・
六

九
二
・
〇

九
二
・
〇

九
六
・
三

三
二
・
四

三
二
・
四

六
四
・
五

六
四
・
五

備　

考

単
防
災

単
橋
改

単
防
災

単
交
安



路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
六
十
日
間
、
熊
本
県
土
木
部
道
路
維
持
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
供
用
開
始
す
る
区
間
等

二　

供
用
開
始
す
る
期
日　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
四
日

熊
本
県
告
示
第
百
四
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
六
十
日
間
、
熊
本
県
土
木
部
道
路
維
持
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
供
用
開
始
す
る
区
間
等

二　

供
用
開
始
す
る
期
日　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

熊
本
県
告
示
第
百
四
十
一
号

　

生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

指
定
医
療
機
関
か
ら
辞
退
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　

〔
医
科
〕

熊
本
県
告
示
第
百
四
十
二
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
公
告
第
百
十
四
号

　

八
代
市
八
代
平
野
北
部
土
地
改
良
区
の
役
員
が
次
の
と
お
り
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

就　

任

熊
本
県
公
告
第
百
十
五
号

　

阿
蘇
郡
白
水
村
白
水
村
土
地
改
良
区
の
役
員
が
次
の
と
お
り
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。
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道
路
の
種
類

主
要
地
方
道

路

線

名

坂

本

人

吉

線

供

用

開

始

す

る

区

間

人
吉
市
合
ノ
原
町
字
野
々
下

　
　
　
　
　

一
四
八
五
番
一
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

字
山
入

　
　
　
　
　

一
八
一
〇
番
一
地
先
ま
で

延　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

二
四
〇
・
〇

備　
　

考

緊

道

整

道
路
の
種
類

一
般
県
道

路

線

名

熊

本

浜

線

供

用

開

始

す

る

区

間

熊
本
市
萩
原
町

　
　
　
　
　
　
　

九
八
番
一
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　

　
　
　
　
　
　

一
〇
三
番
一
地
先
ま
で

延　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

六
八
・
二

備　
　

考

二
十
四
条

工

事

医
療
機
関
名
称

福
田
医
院

開　

設　

者

福
田　

郁
夫

医

療

機

関

所

在

地

鹿
本
郡
鹿
央
町
岩
原
一
四
〇
二

辞

退

年

月

日

平
成
十
四
年
二
月
九
日

事
業
所
の
名
称
及
び
事
業
所
の
所
在
地

堤
病
院
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
「
げ
ん

き
」

人
吉
市
下
林
町
二
百
三
十
二
番
地

事　

業　

者　

名

医
療
法
人　

回
生
会

指　

定　

年　

月　

日

平
成
十
四
年
二
月
十
三
日

公　
　
　
　

告

役
職
名

理　

事

氏　
　
　

名

福　

嶋　

達　

期

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

八
代
郡
鏡
町
大
字
貝
洲
一
五
六
番
地



　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

退　

任

就　

任

熊
本
県
公
告
第
百
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
七
年
四
月
十
二
日
確
定
し
た
県
営
郡
浦
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
道
路
）
の
計
画
の
一
部
を
変
更

し
た
い
の
で
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
と
と
も
に
こ
の
旨
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

事
業
計
画
変
更
の
概
要

　
　

県
営
郡
浦
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
道
路
）
計
画
変
更
概
要
書

二　

公
告
場
所

　
　

三
角
町
役
場

熊
本
県
公
告
第
百
十
七
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
九
年
六
月
十
二
日
確
定
し
た
県
営
不
知
火
中
腹
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
道
路
）
の
計
画
の
一
部

を
変
更
し
た
い
の
で
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
と
と
も
に
こ
の
旨
公
告
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
変
更
に
よ
り
新
た
に
編
入
さ
れ
る
地
域
内
に
あ
る
農
用
地
の
所
有
者
で
そ
の
農
用
地

に
つ
い
て
耕
作
若
し
く
は
養
畜
の
業
務
を
営
ま
な
い
も
の
又
は
こ
の
地
域
内
に
あ
る
農
用
地
以
外
の
土
地

を
所
有
権
以
外
の
権
原
に
基
づ
い
て
使
用
収
益
を
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
農
用
地
又
は
土
地
に
つ
い
て

こ
の
県
営
土
地
改
良
事
業
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
四
年
三

月
八
日
ま
で
に
不
知
火
町
農
業
委
員
会
に
申
し
出
る
こ
と
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

事
業
計
画
変
更
の
概
要

　
　

県
営
不
知
火
中
腹
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
道
路
）
計
画
変
更
概
要
書

二　

公
告
場
所

　
　

不
知
火
町
役
場

熊
本
県
公
告
第
百
十
八
号

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
天
水
町
か

ら
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
公

告
し
、
当
該
意
見
書
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

ニ
コ
ニ
コ
堂
天
水
店　

玉
名
郡
天
水
町
部
田
見
字
参
番
二
二
六
三

二　

市
町
村
意
見
の
概
要

　
　

特
に
な
し

三　

意
見
書
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

　
　

熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
商
工
政
策
課
及
び
玉
名
地
域
振
興
局
振
興
調
整
室

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
二
十
一
日
ま
で
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役
職
名

理　

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃
監　

事

　

〃

氏　
　
　

名

桐　

原　

夏　

雄

�
　

梠　

公　

憲

梅　

田　

晃　

作

倉　

岡　

貞　

信

倉　

原　

精　

士

渡　

辺　

豊　

次

�
　

宮　

孝　

男

�
　

宮　

由　

雄

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
両
併
一
九
九
〇
番
地

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
白
川
二
〇
四
六
番
地

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
吉
田
一
三
〇
七
番
地
の
三

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
一
関
一
三
〇
番
地

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
中
松
二
八
八
六
番
地
の
三

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
中
松
二
七
九
八
番
地

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
白
川
二
五
三
番
地

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
中
松
四
一
八
八
番
地
の
一

役
職
名

理　

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃
監　

事

　

〃

氏　
　
　

名

桐　

原　

夏　

雄

田　

上　

末　

春

藤　

川　
　
　

尊

松　

岡　

隆　

敏

�
　

宮　

由　

雄

渡　
�
　

静　

雄

田　

尻　

敬　

夫

大　

津　

洋　

二

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
両
併
一
九
九
〇
番
地

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
白
川
六
三
七
番
地

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
吉
田
四
五
五
番
地

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
一
関
二
二
七
〇
番
地

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
中
松
四
一
八
八
番
地
の
一

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
中
松
二
三
八
三
番
地
の
一

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
吉
田
八
六
四
番
地
の
三

阿
蘇
郡
白
水
村
大
字
一
関
一
〇
二
番
地
の
一



熊
本
県
公
告
第
百
十
九
号

　

次
に
掲
げ
る
樹
木
に
つ
い
て
、
「
ふ
る
さ
と
熊
本
の
樹
木
」
の
登
録
を
し
た
の
で
、
ふ
る
さ
と
熊
本
の

樹
木
の
登
録
に
関
す
る
要
項
（
昭
和
五
十
五
年
熊
本
県
告
示
第
四
百
十
九
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
公
告
第
百
二
十
号

　

玉
名
市
玉
名
平
野
土
地
改
良
区
の
役
員
が
次
の
と
お
り
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

退　

任

熊
本
県
公
告
第
百
二
十
一
号

　

玉
名
市
玉
名
市
土
地
改
良
区
の
役
員
が
次
の
と
お
り
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

退　

任

熊
本
県
公
告
第
百
二
十
二
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
三
年
十
一
月
十
一
日
確
定
し
た
県
営
南
小
国
西
部
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
道
路
）
の
計
画
の
一

部
を
変
更
し
た
い
の
で
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
と
と
も
に
こ
の
旨
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

事
業
計
画
変
更
の
概
要

　
　

県
営
南
小
国
西
部
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
道
路
）
計
画
変
更
概
要
書

二　

公
告
場
所

　
　

阿
蘇
町
役
場

　
　

南
小
国
町
役
場

熊
本
県
公
告
第
百
二
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
十
年
十
二
月
二
日
確
定
し
た
県
営
蘇
陽
西
部
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
道
路
）
の
計
画
の
一
部
を

変
更
し
た
い
の
で
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
と
と
も
に
こ
の
旨
公
告
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
変
更
に
よ
り
新
た
に
編
入
さ
れ
る
地
域
内
に
あ
る
農
用
地
の
所
有
者
で
そ
の
農
用
地

に
つ
い
て
耕
作
若
し
く
は
養
畜
の
業
務
を
営
ま
な
い
も
の
又
は
こ
の
地
域
内
に
あ
る
農
用
地
以
外
の
土
地

を
所
有
権
以
外
の
権
原
に
基
づ
い
て
使
用
収
益
を
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
農
用
地
又
は
土
地
に
つ
い
て

こ
の
県
営
土
地
改
良
事
業
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
四
年
三

月
八
日
ま
で
に
蘇
陽
町
農
業
委
員
会
に
申
し
出
る
こ
と
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

事
業
計
画
変
更
の
概
要

　
　

県
営
蘇
陽
西
部
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
用
道
路
）
計
画
変
更
概
要
書

二　

公
告
場
所

　
　

蘇
陽
町
役
場

熊
本
県
公
告
第
百
二
十
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

県
営
山
東
地
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
）
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
で
準
用
す
る
同
法

第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
し
、
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
を
次
の
よ
う
に
縦
覧
に

供
す
る
。

　

こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
き
異
議
が
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
終
了
後
十
五
日
以
内
に
申
し
立
て

ら
れ
た
い
。
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登
録
番
号

二
二
三

二
二
四

名　
　
　

称

金
目
の
大
山
桜

毘
沙
門
堂
の
し

だ
れ
桜

樹　
　

種

や
ま
ざ
く
ら

し
だ
れ
ざ
く
ら

所　
　
　
　
　

在　
　
　
　
　

地

上
益
城
郡
御
船
町
七
倉
字
下
金
目
二
九
〇
二

上
益
城
郡
御
船
町
滝
尾
字
下
梅
木

役
職
名

理　

事

氏　
　
　

名

田　

代　

浩　

二

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

玉
名
市
大
浜
町
三
三
四
一
番
地

役
職
名

理　

事

氏　
　
　

名

田　

代　

浩　

二

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

玉
名
市
大
浜
町
三
三
四
一
番
地



　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

県
営
山
東
地
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
）
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
十
四
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

植
木
町
役
場

　
　

泗
水
町
役
場

熊
本
県
公
告
第
百
二
十
四
号
の
二

　

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

調
達
物
品
及
び
数
量　

女
性
問
題
に
関
す
る
図
書　
　

二
、
三
九
九
冊

　

２　

調
達
物
品
の
仕
様
等　

仕
様
書
に
よ
る

　

３　

納
入
期
限　

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

　

４　

納
入
場
所　

熊
本
市
手
取
本
町
八
番
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
「
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

　

５　

入
札
方
法

　
　
　

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当

　
　

す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切

　
　

り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消

　
　

費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
金
額
の
百
五

　
　

分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

二　

入
札
参
加
資
格

　

１　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
に
該
当
し
な
い
者

　

２　

物
品
の
購
入
契
約
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
審
査
要
領
（
昭

　
　

和
三
十
九
年
熊
本
県
告
示
第
三
百
八
十
六
号
）
に
基
づ
く
必
要
な
資
格
を
得
て
い
る
者

三　

契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

　

１　

契
約
条
項
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

熊
本
県
環
境
生
活
部
男
女
共
同
参
画
課
事
業
推
進
班

　
　
　

電
話　

〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一　

内
線
七
四
二
二

　

２　

入
札
説
明
書
の
交
付

　
　
　
　

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
関
係
書
類
そ
の
他
入
札
に
関
す
る
詳
細
な
事
項
は
、
入
札
説

（一）

　
　
　

明
書
に
よ
る
。

　
　
　
　

交
付
期
限
は
、
平
成
十
四
年
二
月
二
十
六
日
ま
で
と
す
る
。

（二）

　

３　

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　
　

日
時　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
七
日　

午
前
十
一
時
か
ら

（一）

　
　
　
　

場
所　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

（二）

　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
庁
舎
本
館
六
階
男
女
共
同
参
画
課
分
室

　

４　

入
札
書
の
提
出
方
法

　
　
　

三
の
３
記
載
の
入
札
場
所
に
、
持
参
す
る
も
の
と
す
る
。

四　

入
札
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
等

　
　

三
の
１
記
載
の
と
お
り
と
す
る
。

五　

そ
の
他

　

１　

入
札
及
び
契
約
手
続
等
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

　
　
　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
と
す
る
。

　

２　

入
札
保
証
金

　
　
　

見
積
も
っ
た
金
額
（
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
を
含
む
。
）
の
百
分
の
五
以
上
の
金
額
を
三

　
　

の
３
記
載
の
入
札
の
日
時
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の　

又
は　

の
い
ず
れ
か
に
該
当

（一）

（二）

　
　

す
る
と
き
は
、
入
札
保
証
金
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
が
入
札
保
証
金
以
上
の
金
額
に
つ
き
、
保
険
会
社
と
の
間
に
県

（一）

　
　
　

を
被
保
険
者
と
す
る
入
札
保
証
保
険
契
約
を
締
結
し
、
当
該
入
札
保
証
保
険
契
約
に
係
る
保
険
証

　
　
　

券
を
提
出
し
た
と
き
。

　
　
　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
過
去
二
箇
年
の
間
に
国
（
公
団
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公

（二）

　
　
　

共
団
体
と
こ
の
入
札
に
付
す
る
事
項
と
種
類
及
び
規
模
を
お
お
む
ね
同
じ
く
す
る
事
項
に
係
る
契

　
　
　

約
を
二
回
以
上
に
わ
た
っ
て
締
結
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
を
誠
実
に
履
行
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

　
　
　

を
提
出
し
た
と
き
（
そ
の
者
が
落
札
し
た
場
合
に
お
い
て
、
契
約
を
締
結
し
な
い
こ
と
と
な
る
お

　
　
　

そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

　

３　

契
約
保
証
金

　
　
　

契
約
担
当
者
が
指
定
す
る
日
時
ま
で
に
、契
約
金
額
の
百
分
の
十
以
上
の
金
額
を
納
付
す
る
こ
と
。

　
　

た
だ
し
、
次
の　

又
は　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
契
約
保
証
金
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
。

（一）

（二）

　
　
　
　

当
該
入
札
に
お
い
て
、
契
約
金
額
の
百
分
の
十
以
上
の
金
額
に
つ
き
、
保
険
会
社
と
の
間
に
県

（一）

　
　
　

を
被
保
険
者
と
す
る
履
行
保
証
保
険
契
約
を
締
結
し
、
当
該
履
行
保
証
保
険
契
約
に
係
る
保
険
証

　
　
　

券
を
提
出
し
た
と
き
。
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過
去
二
箇
年
の
間
に
国
（
公
団
を
含
む
。
）
又
は
地
方
公
共
団
体
と
こ
の
入
札
に
付
す
る
事
項

（二）

　
　
　

と
種
類
及
び
規
模
を
お
お
む
ね
同
じ
く
す
る
事
項
に
係
る
契
約
を
二
回
以
上
に
わ
た
っ
て
締
結

　
　
　

し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
を
誠
実
に
履
行
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
提
出
し
た
と
き
（
そ
の
者
が
、

　
　
　

契
約
を
履
行
し
な
い
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
。

　

４　

入
札
の
無
効

　
　
　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を

　
　

履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
入
札
説
明
書
に
記
載
す
る
入
札
の
無
効
に
該
当
す
る
入
札

　
　

は
、
無
効
と
す
る
。

　

５　

落
札
者
の
決
定
の
方
法

　
　
　

有
効
な
入
札
書
を
提
出
し
た
者
で
、
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
申
込

　
　

み
を
し
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

　

６　

最
低
制
限
価
格

　
　
　

設
定
し
な
い
。

　

７　

契
約
書
作
成
の
要
否

　
　
　

要

　

８　

そ
の
他
詳
細
は
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

熊
本
県
環
境
審
議
会
公
告
第
三
号

　

熊
本
県
環
境
審
議
会
水
保
全
部
会
の
会
議
を
、
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

　

な
お
、
当
該
会
議
の
傍
聴
手
続
き
は
、
次
の
と
お
り
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
環
境
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

竹　

内　

重　

年

一　

開
催
日
時

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
六
日
（
火
）

　
　

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

二　

開
催
場
所

　
　

熊
本
市
水
前
寺
公
園
二
十
八｜

五
十
一

　
　

熊
本
テ
ル
サ　

二
階　

「
ひ
ば
り
」

三　

議
題

　
　

平
成
十
四
年
度
熊
本
県
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の
水
質
測
定
計
画
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１　

傍
聴
希
望
者
は
、
会
議
の
開
催
予
定
時
刻
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
お
い
て
、
水
保
全
部
会

　
　

長
の
許
可
を
得
た
上
で
、
会
場
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
き
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
に
な
り
次
第
終
了
す
る
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

　
　

熊
本
県
環
境
審
議
会
水
保
全
部
会
事
務
局
（
熊
本
県
環
境
生
活
部
環
境
保
全
課
水
保
全
対
策
室
水
質

　
　

保
全
班
）

　
　

（
電
話
〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一　

内
線
七
三
五
六
）

熊
本
県
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
協
議
会
公
告
第
一
号

　

平
成
十
三
年
度
熊
本
県
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
協
議
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

　

な
お
、
当
該
会
議
の
傍
聴
手
続
は
、
次
の
と
お
り
。

　
　

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
協
議
会

一　

開
催
日
時

　
　

平
成
十
四
年
三
月
七
日
（
木
）

　
　

午
後
一
時
三
十
分

二　

開
催
場
所

　
　

県
庁
本
館
十
一
階　

第
二
共
用
会
議
室

三　

議
題

　

１　

平
成
十
三
年
沿
岸
漁
業
漁
村
振
興
構
造
改
善
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

２　

漁
業
経
営
構
造
改
善
事
業
に
つ
い
て

　

３　

平
成
十
四
年
度
漁
業
経
営
構
造
改
善
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

４　

水
産
物
産
地
市
場
再
編
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

５　

そ
の
他

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
人

五　

傍
聴
手
続

　

１　

傍
聴
希
望
者
は
会
議
の
開
催
予
定
時
刻
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
お
い
て
、
協
議
会
の
許
可
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を
得
た
う
え
で
、
会
議
の
会
場
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
に
な
り
次
第
終
了
す
る
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

　
　

熊
本
県
林
務
水
産
部
水
産
振
興
課
基
盤
整
備
係

　
　

（
電
話
〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一　

内
線
五
六
九
七
）
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